
公
益
社
団
法
人

こ
う
え
き
し
や
だ
ん
ほ
う
じ
ん

当
道
音
楽
会
徳
島
中
支
部

と
う
ど
う
お
ん
が
く
か
い
と
く
し
ま
な
か
し
ぶ

昭
和

年
入
会

42

◆

設
立
（
昭
和

年
）

10

盲
目
で
あ
っ
た
梶
原
政
子
が
、
昭
和
初
期
に
徳
島

支
部
を
設
立
し
ま
し
た
。
昭
和

年
、
梶
原
政
子
に

51

師
事
し
て
い
た
菊
村
華
子
が
支
部
長
に
就
任
し
平
成

年

月
、

歳
の
天
寿
を
全
う
す
る
ま
で
務
め
ま

7

8

88

し
た
。

そ
の
後
、
徳
島
中
支
部
と
徳
島
南
支
部
に
分
か

れ
、
徳
島
中
支
部
は
菊
村
弘
子
が
支
部
長
を
務
め
ま

し
た
。

◆

代
表
者

梶

原

政

子

か
じ
は
ら
ま
さ
こ

菊

村

華

子
（
昭
和

年
～
平
成

年
）

き
く
む
ら
は
な
こ

51

7

菊

村

弘

子
（
平
成

年
～
平
成

年
）

き
く
む
ら
ひ
ろ
こ

7

30

島

本

菊

保
（
平
成

年

月
～
現
在
）

し
ま
も
と
き
く
ほ

30

9

◆

邦
楽
大
会
出
演
の
記
録

第

回
「
吾
妻
獅
子
」「
最
中
の
月
」

1

以
上
「
当
道
音
楽
会
」

第

回
「
明
治
松
竹
梅
」

3
第

回
「
湖
上
の
舟
遊
」

5
第

回
「
富
士
」

6

以
上
「
当
道
音
楽
会
徳
島
支
部
」

第

回
「
北
海
民
謡
調
」

15

以
上
「
当
道
音
楽
会
徳
島
県
支
部
」

第

回
「
昭
和
松
竹
梅
」

19
第

回
「
楓
の
花
」「
若
み
ど
り
」

22
第

回
「
昭
和
松
竹
梅
」

25
第

回
「
三
段
峡
」

27

以
上
「
当
道
音
楽
会
木
内
社
中
」

第

回
「
三
つ
の
民
謡
調
」

28

以
上
「
当
道
音
楽
会
徳
島
中
支
部
」

第

回
「
か
ご
め
の
主
題
に
よ
る
箏
四
重
奏
曲
」「
美

31

吉
野
」

第

回
「
摩
周
湖
の
幻
想
」

32
第

回
「
秋
の
曲
」

33
第

回
「
黒
田
節
に
よ
る
幻
想
曲
」

34
第

回
「
末
の
契
」

36
第

回
「
組
曲
四
季
彩
」

37
第

回
「
小
島
田
の
里
」

38
第

回
「
八
千
代
獅
子
編
曲
」

39
第

回
「
四
国
路
」

40
第

回
「
せ
せ
ら
ぎ
の
賦
」

41
第

回
「
秋
の
風
土
記
」

42
第

回
「
誓
星

―
き
ら
め
く
光
に
―
」

43
第

回
「
月
の
灯
り
の
下
で
」

44
第

回
「
紅
の
魔
方
陣
」

45
第

回
「
不
思
議
見
聞
録
」

46
第

回
「
篝
火
」

47
第

回
「
六
段
の
調
」

50
◆

会
派
に
つ
い
て

（
公
社
）
当
道
音
楽
会
は
、
室
町
初
期
に
明
石
覚

一
検
校
が
創
始
し
た
と
い
う
盲
人
の
座
に
起
源
を
発

し
、
も
と
も
と
盲
人
社
会
の
団
体
を
「
当
道
」
と
名

付
け
ま
し
た
。

明
治
維
新
に
よ
り
、
公
認
さ
れ
て
き
た
当
道
の
制

度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、明
治

年
（
１
９
０
５
）
、

38

箏
・
三
絃
を
職
と
す
る
全
国
団
体
と
し
て
本
会
の
前

身
で
あ
る
「
当
道
音
楽
会
」
が
菊
原
琴
治
、
初
代
菊

田
歌
雄
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
盲
人
の
み
な
ら
ず
女
性
の
教
養
と
し
て
、

箏
・
三
絃
は
普
及
・
発
展
を
遂
げ
、
昭
和

年
（
１

37

９
６
２
）
、
文
部
省
よ
り
我
が
国
邦
楽
界
と
し
て
、

唯
一
、
社
団
法
人
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

又
、
平
成

年

月

日
（
登
記

月

日
付
）

23

3

29

4

1



に
は
、
わ
が
国
の
伝
統
文
化
の
維
持
継
承
を
は
か
る

団
体
で
あ
る
こ
と
に
公
益
性
を
認
め
ら
れ
、
内
閣
府

よ
り
公
益
社
団
法
人
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

現

在
、
全
国

支
部
、
約
三
千
名
の
会
員
数
を
擁
し
、

24

毎
年
、
演
奏
会
や
講
習
会
な
ど
、
幅
広
く
活
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

菊
原
初
子
師

当
道
音
楽
会
会
長
で
あ
り
、
菊
原
本
流
の
後
継
者

で
あ
っ
た
亡
き
菊
原
初
子
師
を
偲
ん
で･

･
･

。
手
を

か
ざ
し
て
、
に
こ
や
か
に
語
り
か
け
ら
れ
る
菊
原
初

子
会
長
の
お
元
気
な
頃
の
お
姿
。
地
歌
の
人
間
国
宝

と
し
て
尽
力
さ
れ
た
師
は
、
平
成

年

月

日
、

13

9

12

一
〇
二
歳
で
な
く
な
ら
れ
た
。

http://todo-ongakukai
jp/about/history

.

.

htm
l

（
当
道
音
楽
会
公
式
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

◆

稽
古
場

徳
島
市
助
任
本
町
６
丁
目
（
日
枝
神
社
）

毎
週
日
曜
日
午
前

時
半
～

10

〔
島
本
菊
保
〕

平成3年 11月 4日「第 19回当道音楽会徳島県支部箏曲演奏会」ヨンデンプラザ徳島

「菊村華子師 追悼箏曲演奏会」


